
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007 年最初のネイチャーウォークは、冨田稔さんのリー

ダーのもと、とんと馴染みの薄い埼玉高速鉄道終着駅である

浦和美園駅から始まりました。天候は前日まで心配されまし

たが、蓋をあけてみれば青空の続くとってもいい天気！ …

だったのですが、この日は川越線が事故により一日ストップ。

事故に遭った電車に乗っていた人も遅れて来るなど、ちょっ

とばかり波乱含みな始まりとなりました。 

 

 

 やれ赤字だのナンだのと騒がれている埼玉高速鉄道ですが、やはり駅周辺で進められているかな

り大掛かりな開発が気になりま

す。状態の良い屋敷林がごっそ

りと削り取られていたり、一方

ではできたばかりのショッピン

グセンターに買い物に来る乗客

がいたり。 

  

そんな駅周辺のにぎわい（となる予定）も、少し歩けばこんな昔ながらの光景に変わります。立

派なお屋敷ですね。このように残る屋敷林や畑も、いずれは消えてしまうのでしょうか…？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 先月のネイチャーウォーク  

～美園から見沼田んぼ～（浦和美園駅～東浦和） 



 さいたまトラスト 1 号

地を抜け、国昌寺にて休憩。

写真右は通ると龍に食べ

られてしまうらしい「開か

ずの門」。 

 

 

 

 年単位で環境が激変していくさい

たま市。見沼も田んぼが少なくなり、

乾燥化が進みます。そんな中で一羽

だけタゲリを発見！ 本当はもっと

いても不思議ではないのですけど…。 

 

 

 

 お昼直前に氷川女体神社で

ちょっと遅い年始参りです。ずら

りと並んだきれいに着飾った巫

女人形。色とりどりの布や色紙で

作られた着物を着た巫女人形が

並んでいます。…でも、中には

ティッシュペーパーの白装束も

あったり。 

 

 今年さいたまではウソを平野部でよく見ますが、今日もお昼ご飯を食べていた見沼氷川公園にて

5 羽、サクラのつぼみをついばんでいるのを見ることができました。可愛い姿が手ごろに見られる

のは嬉しいのですが、これは山に食べものがないってことの裏返しではないでしょうか…？ 今年

は全国でクマやイノシシが街中でも相次いで目撃されているだけに、ちょっと心配です。 

 



 昼食後は Walk 歩こう認定証の授与式。今回はお二

人が認定されました。また、先週豪華な粗品が足りな

くてお渡しできなかった方に、今回スタッフの稲垣さ

ん特製のサルナシ酒（矢印）を贈呈！ みなさまおめ

でとうございます。これからもネイチャーウォークを

よろしくお願いしますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼食後は見沼用水沿いを南下。その道中にあった看板「大牧っ子農園」。枯れたヨシ原が生い茂り、

看板近くの入り口には恐らくは子どもたちのものであろう自転車とカバンが放りっぱなしでした。

このヨシ原の中で遊んでるんだろうなぁと、ちょっと微

笑ましい光景を想像したり。…けど、看板左はナニモノ？  
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（´∀｀）   ＜ナニモノー？！ 
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東浦和駅まで約 1 時間と少しという行程でし

たが、芝川調節池を左手に歩くころには風も少な

く、気温もあがってきて、歩くにはちょうどいい

お天気だったと思います。 

 道中、コサギ、ヤマガラ、シジュウカラ、シラ

コバト、キジバト、メジロ、シメ、シロハラにも

出会いました。 

新春のネイチャーウォーク、みなさんはどれだ

け自然と出会えたでしょうか？ 

 

 

おつかれさまでした。 


